
第３回一宮北中学校区 幼保一元化に係る地域の委員会 会議録 

 

と き：平成２７年７月２９日（水）午後７時３０分～ 

ところ：センター三方ホール 
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１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告事項（これまでの経緯） 

 ・昨年度の委員会について報告（第１回平成２６年６月４日開催、第２回

平成２７年３月２日開催） 

 ・PTA説明会の開催について（平成２７年５月１３日３園PTA役員に対し

ての説明、６月２３日３園PTA会員に対しての説明、７月９日市長との

ふれあいトーク） 

今の報告について質問はないか  （なし） 

協議事項に入る。まず担当課から幼保一元化推進計画の説明がある。認定こ

ども園が必要かどうかを含めて議論してほしい。 

４ 協議事項 

 ・幼保一元化推進計画について（資料２～８ページ） 

これまでにも聴かれた委員もあるが、新たに委員になられた方もあるので 

説明させていただく。 

 

今の説明について質問はないか。 

前回は視察をすることで終わっていた。今から視察もするということだが、

どうしてもこの計画は変わらないのだろうが、納得してもらうにはPTAの要

望をきちんと聞いて前向きにしなければ・・・。今の説明では同じことの繰

り返し。幼稚園では相談もあったようだが、この状態をどうするのかを説明

してもらいたい。 

３園の統合という幼稚園の保護者の要望もあるが少子化のなか、幼保一元化

を一緒に考えていただきたいという考えに変わりはない。しかし幼保一元化

について理解を得て施設ができるまでには一定の期間がある。その間、三方

幼稚園に区域外就園という形になるかもしれないが、幼保一元化の施設がで

きれば保護者の不安も解消されると思われるので、幼保一元化についても同

時に考えてもらいたい。 

視察については、遅れており申し訳なかったが、千種の状況も見てもらいた

い。また公立と私立の施設も視察できるような体制をこれから進めていく。 

三方幼稚園の場所が離れているなどPTAの不安材料も幼保一元化の施設が

できることによって解消すると思われるので並行して進めていきたい。 

この委員会で幼保一元化の方向性を出さない限り次の協議会へは進めない

ということ。  

今の説明では一度に幼保一元化をするのではなくいったん三方幼稚園に集

めるということか。徐々に一元化に進めていくというやり方か。 
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並行して幼保一元化の話を進めながら、幼保一元化には３～4年かかるので

その間は暫定的に三方幼稚園に通ってもらう・・・ 

５月１３日に幼稚園の運営協議会で話し合いをしている。３園統合の話し合

いを早くもってほしいと。３園の保護者は不安なので早くビジョンを示して

ほしいと。連合自治会はどちらになっても協力すると伝えた。しかし回答が

ないままである。６月２３日が第２回目なのか？ 

第１回目のメンバーでは第２回目は開催していない。その後幼稚園の保護者

から説明会を持ってほしいということで下三方で行われた。 

園区外就園で三方へ行かれるのならどうでしょうかという話しをさせてい

ただいた。要望についても改修するところや対応策を伝えた。6 月 23 日の

説明会のときに、直接市長と話したいという意見が出て、7 月 9 日に市長・

教育長とのふれあいトークを開催した。2回目も開催予定だったが台風で延

期になったままである。 

では 5月 13日のメンバーでの会議の 2回目を開催していただけるというこ

とか。早く回答してほしいとお願いしていたが遅れているのでたずねた。 

5 月 13 日は、PTAの要望に対して答えるという会だった。希望があれば開

催する。また幼保一元化の委員会の中で幼稚園についても考えてはどうか。 

3園についていろいろな会議が行われているようだが、知らない人もいるよ

うだ。 

委員の思いは、3園の統合をこの会で話してほしいということではない・・・ 

これまでの会の進め方についての思いがある。 

話を進めるが、認定こども園の必要性を認められるのかどうかを踏まえて話

してほしい。 

保護者の皆さんの意向はどうなのか？今までの話し合いでどうだったのか

わからない。委員としてどういう立場でいたらいいのか？経過報告をしっか

りしてほしい。 

幼稚園の統合と幼保一元化の話は別々の話と考えたほうがいいのか。 

PTAのほうは小学校が一緒になるので幼稚園が取り残されないように幼稚

園のあり方を決めてもらいたいとのことだが、この委員会は幼保一元化の委

員会なので、幼稚園のあり方のことはまた別テーブルで考えていこうという

のがこの委員会の流れ。 

前回の最後にそう決まって終わったが、その説明なしで今日進んでいるので 

われわれとしては幼保一元化と幼稚園と一度に進めていくことになるのか

わからない。 

平成 28年 4月からの幼稚園の話は別のテーブルということには前回の話し

合いでなった。 

しかしこの委員会のメンバーとしては、幼稚園はどうなったのかということ

を全員が気にしている。幼稚園の保護者以外も。だから説明をしてほしい。

○月○日どういう話が出て・・・という資料がほしい。丁寧な説明をしてほ

しい。 

幼保一元化推進計画についての質問はないか。 

区域外就園の話は以前の委員会で出ていたと思う。3園を三方幼稚園に通わ

せるとはいう意見は結論は出ていなかったが、通わせるとなるとどうするの

かといろいろな意見は出ていたはず。そのことに対する具体的な回答がまっ



 

 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

委員 

 

 

委員 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

委員 

 

 

 

たくない。一つ一つ解決していかないと幼保一元化の話は前には進まないと

思う。教育総務課は対応を何も言っていない。一度どう思われているか聞か

せてもらいたい。 

まずは 3園には伝えているようだが。教育総務課が対応プランを出して話し

合いは継続していると聞いている。それが 6月 23日であった。 

それではまったく進展はしていないということか。 

PTAには説明し、市長とも意見交換をしてもらった。次の会に向けてこちら

は回答を用意して待っているが延期になった。5 月 13 日の要望を受けて関

係者の方と話し合いはしてきた。 

保護者と連合自治会長は話を聞いているが、他の委員さんはその話のことは

わからないので、今日の会の案内と一緒に全員にわかるよう資料を用意して

ほしかったということ。 

PTAに話された内容が連合自治会に伝わっていなかったことが問題だ。 

今の幼稚園の保護者が要望されていることの話がスムーズに行けば幼保一

元化の話も前にいけるが、不安なところが解消されないから幼保一元化の話

は進められないのでは。 

今の幼稚園・保育所に行っている保護者の思いは重要だが、今後幼稚園保育

所に入ることになる保護者の思いもすべて汲んでいるのか。という疑問があ

る。 だから、こども園や幼保一元化についての話し合いは、今幼稚園や保

育所に入っているかは関係なく、入っていないから意見が言えないわけでは

ない。幼稚園のありかたは別のテーブルで話し合おうとなっているので、一

宮北部地域において幼保一元化は少し待ってほしい。幼稚園については急い

でほしい・・・と言われているから話が進んでいない。 私は幼保一元化の

話も進めていけばいいと思う。 

幼稚園の保護者は、今の幼稚園をどうするかということが決着しないと一元

化の話はできないのか。 幼稚園・保育所の保護者は個人としてではなくこ

の会に代表として意見を持って出てきているのだろう。だから今の幼稚園の

あり方を考えることも大事だし、最終的に幼保一元化をするかしないかも考

えているのではないか。 だから幼稚園と幼保一元化は関連するため、幼稚

園のことを別テーブルで進めるとなると、他の委員はここにいる意味がない

のでは。 

お母さんたちはどう考えられているのか？幼稚園が 3 つ一緒になればあと

は幼保一元化になってもいいと思っているのか？話し合いに時間がかかる

とまた委員になる人が変わってしまう。そしてまた幼保一元化の説明から同

じ話を繰り返すことになる。 

保護者の意見が聞きたいが・・・このまま行くと来年の春にまた同じ話を繰

り返すことになる。 

保護者は 3 園統合を見据えた意見でいいのか？幼保一元化も踏まえた意見

でいいのか？  意見が言えないのはそのことが言いにくいのでは。 

3園の結論が出るまでこの会は休んだほうがいいということか？ 

幼保一元化にかかる地域の委員会は、行政が立ち上げた幼保一元化を決定で

きる大事な委員会だろう。この委員会は最終的にこども園をするということ

を結論付けることではなくてもいいのか。北部の幼稚園がどうあるべきかを

踏まえた幼保一元化でなければ、別テーブルで考えたら前に進まないのでは
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ないか。 

別テーブルで考えた話を報告してもらわないと。 

市は幼稚園だけを統合するとは考えていない。幼保一元化の中で幼稚園のあ

り方も考えていこうと。まず幼保一元化の話を先にしてほしい。 

幼保一元化は棚に上げたほうがいいと思っていたが、幼稚園のあり方は別の

テーブルでということにして幼保一元化の話し合いは続けていこうという

ことだったのでは。 

幼稚園のあり方についての話し合いの経過については本日資料をつけるべ

きだった。大変申し訳なかった。経過については資料をまとめて次回報告さ

せてもらう。この委員会はこども園について検討していただく委員会なの

で、3園のことについては別に話し合いながら進み具合についてはこの委員

会で情報提供していき、幼稚園も保育所の保護者も一緒に幼保一元化につい

ては視察をして研修を進めながら話し合いは継続してもらいたい。 

それではこれまでの経過を今日の説明より詳しく資料をまとめていただき、

近々に次の委員会を計画してもらい話し合いを煮詰めていきたい。 

他に意見はないか。 

保育所の保護者からの質問を持ってきている。保育料やお金のことが気にな

っている。給食費も市と法人が協議して決められるということだが、千種の

子ども園の給食費はどうなるのか？ 

保育所の部分は保育料に含まれる。認定こども園になっても保育所と幼稚園

の申し込みは変わっていない。幼稚園の公立の保育料は 5千円だが、こども

園は全員給食を食べる。通常保育所は主食代はお米かお金（500円）でいた

だいており、認定こども園でも同じ。他は 4000円。学校給食を基準に 1日

240円くらいの単価を考えている。8月も含めて 1年間で均等割り。そのう

ち市の補助があり保護者の負担は半額の 2000円である。今後は千種を基準

に他の校区でも保育料については説明をしていく予定。 

なお、この会議については、前回の決定のとおり進めてもらいたい。幼稚園

のあり方についてどういう話し合いがあったかの資料を次回は用意させて

もらうが、三方幼稚園の環境面で不安があるという意見があるので、なるべ

く早く良い所へ移ってもらえるよう、幼保一元化の話も続けていただきた

い。 

これまでより詳しい資料を用意していただいて近々に次回の委員会では新

しい局面を迎えられるようにしてもらいたい。 

時間も遅くなっているので、視察について計画の説明を。 

視察の前に今日いただいた課題を整理する必要もある。幼稚園のあり方とこ

の会議の 4回目とどちらを先にするべきか？  

視察について前回の希望で朝来市の公立こども園、事務局が考えているたつ

の市の民間こども園などが上がっていたが、事務局としては千種も見てほし

い。視察は資料に提案しているが、市の幼保一元化計画の方針にそって目的

を持って実施させてもらいたい。 

視察の目的は参加者自身の見方でいいと思う。計画ができれば皆さんに参加

してもらい、こども園の話し合いをしてきてどういう感じ方をするかは参加

者の自由なので見方、考え方は強制してもらわないように。 

順序としては実際に観た後に意見交換をしたほうが実のある話し合いにな
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るだろう。  

９月には運動会等もあるのでいつの時期が良いか。 相手の了承もいるので

少し時間がかかる。 

（参加者は保護者なので、運動会は保護者には影響はない・・・との意見あ

り）では９月の前半で計画します。 

あまり時期を空けずに計画してほしい。視察を終えてからの次回委員会の開

催ということで決定してよいか。 （了承） 

別の場所ではこども園になることに反対ではないという意見も聞く。幼稚

園・保育所の委員の方は代表で出てもらっているが、将来幼稚園・保育所を

利用する他のお母さんたちの意見もできるだけ多く聞いておいてほしい。 

 

５ 閉会あいさつ 

いろいろな場で話されたことをこの委員会に情報として持ち寄ってもらい

たい。 そしてこの委員会は期間をあけずに頻度を上げてもらいたい。 

 

 

＊発言者の表記は、「○○議長」、「○○委員」、「事務局」とする。 

 


